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人
事
労
務
研
修
会
（
全
５
回
）

日
時
／
第
４
回
１
月
24
日
、
第
５
回
２
月
20
日　
各
回
と
も
15
：
00
〜
17
：
00

会
場
／
六
本
木
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

経
営
者
・
役
員
・
人
事
労
務
担
当
者
向
け

法
人
税
基
礎
講
座
（
全
５
回
）

日
時
／
第
１
回
１
月
26
日
、
第
２
回
２
月
９
日
、
第
３
回
２
月
21
日　

　
　
　
第
４
回
３
月
１
日
、
第
５
回
３
月
７
日　
各
回
と
も
14
：
30
〜
16
：
00
（
予
定
）	

会
場
／
麻
布
法
人
会　
会
議
室	

法
人
税
申
告
に
必
要
な
別
表
を
重
点
的
に
、
法
人
税
確
定
申
告
書
の
〈
ど
こ
に
〉〈
何
が
〉
書

か
れ
て
い
る
の
か
読
み
解
け
る
よ
う
５
回
に
渡
っ
て
学
ん
で
い
た
だ
く

連
続
集
中
講
座
。
講
師
：
法
人
課
税
第
一
部
門
担
当
官

新
入
会
員
を
囲
む
会

日
時
／
１
月
31
日
18
：
30
〜

新
入
会
員
を
囲
み
交
流
を
深
め
る
。

決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
２
月
13
日
13
：
30
〜
16
：
00　
会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

日
時
／
３
月
８
日
９
：
30
〜
12
：
00
、13
：
30
〜
16
：
00　

会
場
／
赤
坂
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
主
に
決
算
・
申
告
の
実
務
、
法
人
税
を

解
説
。	

新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
２
月
14
日
13
：
30
〜
16
：
00　
会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

対
象
は
新
設
法
人
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
税
知
識
・
会
社
設
立
に
伴
う
税
務
手
続
き
を
解
説
。

源
泉
部
会
研
修
会
（
全
８
回
）

日
時
／
第
７
回
２
月
16
日
14
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
六
本
木
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

「
退
職
所
得
の
事
例
と
計
算
」

日
時
／
第
８
回
３
月
13
日
14
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
六
本
木
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

「
誤
り
や
す
い
事
例
集
（
仮
）」

厚
生
共
益
事
業
委
員
会
主
催
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時
／
２
月
22
日
18
：
00
〜
20
：
00
（
予
定
）　
会
場
／
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

会
員
交
流
親
睦
会

令
和
５
年
度
第
５
回
理
事
会

日
時
／
３
月
15
日
15
：
00
〜
16
：
00　
会
場
／
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス

税
務
功
労
者
の
ご
紹
介

税
に
つ
い
て
の
作
文
・
麻
布
法
人
会
会
長
賞
の
ご
紹
介

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

藤
井
拓
也
氏

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

新
春
座
談
会

新
春
を
迎
え
て
２
０
２
４
年
を
望
む

企
業
訪
問

瑞ず
い
け
い
ん

華
院  

了り
ょ
う
も
ん聞

麻
布
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

年
末
交
流
会
、
管
外
研
修
会

税
を
考
え
る
週
間 

講
演
会

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

農
業
体
験
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
、
講
演
会

全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会

活
動
報
告

税
制
税
務
委
員
会

公
益
事
業
委
員
会

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

新
会
員
の
ご
紹
介

都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

麻
布
な
ぞ
な
ぞ
物
語
、
事
務
局
か
ら
、
編
集
後
記

2024.13

　

今
日
も
父
の
嘆
き
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。「
税
金
が
高
い
」「
税
金
は
不
公
平
だ
」「
税

金
が
無
駄
遣
い
さ
れ
て
い
る
」
正
直
、
ま
だ
未
成
年
で
あ
る
私
に
は
、
父
の
嘆
き
は
理

解
で
き
ま
せ
ん
。税
金
の
事
も
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
ず
、「
本
当
に
納
税
は
必
要
な
の
か
」

と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
。
私
が
払
っ
て
い
る
税
金
は
「
消
費
税
」
位
で
す
が
、父
は
「
所

得
税
」
や
「
自
動
車
重
量
税
」、
地
方
税
で
あ
る
「
固
定
資
産
税
」「
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
」

「
自
動
車
税
」「
入
湯
税
」も
払
っ
て
い
る
ら
し
く
、少
し
父
に
同
情
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
に
多
額
で
多
種
多
様
な
税
金
は
本
当
に
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

突
然
で
す
が
皆
さ
ん
は
社
会
保
障
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
「
国
民
の
安
心
や
生
活
の
安
全
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
で
す
。
子
供
か
ら
子
育
て
世
代
、
お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
人
々
の
生
活
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
支
え
る
も
の
で
す
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
財
源
の
約
四
割
は
、
税
金
を
中
心
と
し
た
公
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
金

額
、
実
に
五
十
兆
円
以
上
。
一
体
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
祖
父
は
、
長
く
難
病
を
患
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
動
く
事
が
困
難
に
な
り
、

今
は
介
護
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
祖
母
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
介
護
施
設
の
利
用

料
は
と
て
も
高
額
で
大
変
な
も
の
の
、
費
用
の
一
部
を
社
会
保
障
制
度
か
ら
捻
出
し
て

貰
え
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
自
身
も
社
会
保
障
制
度
の
恩
恵
に
預
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
は
高
校
生

ま
で
医
療
費
免
除
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が
幼
少
期
に
病
気
で
手
術
入
院
し
た
際
、

医
療
費
が
免
除
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
自
分
や
家
族
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
関
わ
り

合
い
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
税
金
の
使
い
道
で
す
が
、
社
会
保
障
制
度
の
様
に
、
誰
か

が
納
め
て
く
れ
た
税
金
に
よ
っ
て
、
私
自
身
も
含
め
身
近
な
人
達
の
健
康
や
命
が
守
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

確
か
に
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
納
税
期
を
迎
え
る
私
た
ち
世

代
に
と
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
税
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、安
心
安
全
で
、活
気
溢
れ
る
社
会
を
維
持
し
続
け
る
為
に
は
、税
金
は
不
可
欠
で
す
。

そ
う
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
民
に
納
得
し
て
納
税
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
政
府
は
も
っ

と
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
税
金
を
無
駄
遣
い
し
て
い
な
い
と

い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
確
か
に
納
税
は
国
民
の
「
義
務
」
で
す
。

し
か
し
大
切
な
事
は
、私
た
ち
世
代
が
納
税
を
単
な
る「
義
務
」と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

自
分
達
や
子
供
達
が
明
る
い
未
来
を
迎
え
る
た
め
の
「
投
資
」
で
あ
る
と
思
え
る
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
政
府
の
努
力
も
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
理
解
も
必
要
で
す
。
今

こ
そ
政
府
と
国
民
が
お
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、
納
税
に
つ
い
て
語
り
合
う
事
が
、
双

方
に
と
っ
て
の
最
善
手
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
父
の
嘆
き
が
聞
こ

え
て
こ
な
く
な
る
日
が
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

納税は未来への投資
東洋英和女学院中学部　３年　木ノ原 もも

税についての作文
麻布法人会会長賞のご紹介

　

昨
年
11
月
17
日
㈮
、
乃
木
會
舘
に
て
納
税
表
彰
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
多
く
の
税
務
功
労
者
が
受
章
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

公
益
社
団
法
人
麻
布
法
人
会
会
長
感
謝
状

麻
布
税
務
署
長
感
謝
状

麻
布
税
務
署
長
表
彰

飯
島　

一
郎　
常
任
理
事　
飯
島
総
合
会
計
事
務
所
・
㈱
叶
光

髙
橋　

ユ
ミ　
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
幹
事　
㈱
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
青
山

沈　

納
勇　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
広
報
委
員
長　
㈱
赤
坂
樓

白
本　

鐘
一
郎　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
広
報
委
員  

㈱
ベ
ル
・
デ
ザ
イ
ン

桑
原　

賢
児　
元
常
任
理
事　

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン

堀
場　

功
一
郎　
常
任
理
事　

㈱
保
険
代
理
店

齊
藤　

将
彦　
常
任
理
事　

麻
布
商
事
㈱

角
張　

敏
郎　
理
事　

㈱
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ

木
村　

志
保　
理
事　

㈱
ソ
ル
ジ
ェ
ン
テ

令和５年度　納税表彰式　麻布税務署長感謝状受彰記念
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す
る
地
上
45
階
、
地
下
４
階
の
大
規
模
複

合
ビ
ル
。
商
業
店
舗
に
加
え
て
、
日
本

初
進
出
と
な
る
「
ブ
ル
ガ
リ 

ホ
テ
ル 

東

京
」、
中
央
区
立
城
東
小
学
校
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
以
上
に
多

彩
な
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。

「『
日
比
谷
』
の
開
発
を
進
め
て
い
く
中

で
、
三
井
不
動
産
が
推
進
す
る
新
し
い
都

市
型
大
規
模
複
合
開
発
を
シ
リ
ー
ズ
化

し
、
よ
り
認
知
度
を
高
め
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
『
東
京
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
日
比
谷
』
と
名
付
け
ま
し
た
。

そ
れ
が
『
八
重
洲
』
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

　
『
八
重
洲
』
は
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
の
目
の
前
。

東
京
駅
と
直
結
で
き
る
地
の
利
を
活
か

し
、
交
通
結
接
機
能
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
、
地
上
に
分
散
し
て
い
た
バ
ス
停
留
所

を
地
下
に
移
設
、
高
い
利
便
性
が
実
現
し

ま
し
た
。
現
在
は
６
バ
ー
ス
で
す
が
、
２

０
２
８
年
の
『
新
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
』
全

体
開
業
時
に
は
、
乗
降
20
バ
ー
ス
を
備
え

フ
ィ
ス
に
い
ま
し
た
。
テ
ナ
ン
ト
は
み
な

さ
ん
退
出
い
た
だ
い
て
、
オ
フ
ィ
ス
に
残

る
の
は
私
共
の
オ
フ
ィ
ス
だ
け
で
し
た
。

三
信
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
取
り
壊
し
の
後
、

跡
地
を
広
場
と
し
て
期
間
限
定
で
日
比
谷

パ
テ
ィ
オ
と
い
う
広
場
と
し
て
活
用
し
て

い
た
の
で
す
が
、
大
き
な
揺
れ
の
後
、
窓

か
ら
外
を
見
る
と
、
日
比
谷
パ
テ
ィ
オ
に

何
百
人
も
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
平
常

時
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
に
人
が
集
ま
る

こ
と
の
で
き
る
広
場
が
街
の
中
心
に
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
想
い
を
強
く
し
ま

し
た
。
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
行
政

と
一
体
と
な
り
地
域
に
と
っ
て
の
利
便
性

や
社
会
に
還
元
で
き
る
公
益
性
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
」

圧
倒
的
な
交
通
便
利
性
を
活
か
し

世
界
の
玄
関
口
・
八
重
洲
へ

　
『
八
重
洲
』
は
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
と
直
結

延
床
面
積
約
19
万
平
米
。
約
60
店
舗
の
シ

ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
と
オ
フ
ィ
ス
が
集

約
さ
れ
た
大
規
模
複
合
開
発
。
13
の
ス
ク

リ
ー
ン
と
約
２
８
０
０
の
座
席
数
を
誇
る

都
心
最
大
級
の
映
画
館
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ

マ
ズ
日
比
谷
」
を
擁
し
、「
日
比
谷
ス
テ

ッ
プ
広
場
」
や
西
洋
の
劇
場
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
「
ア
ト
リ
ウ
ム
」
な
ど
で
は
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
多
数
開
催
す
る
。

「『
日
比
谷
』
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
が
、

屋
外
の“
日
比
谷
ス
テ
ッ
プ
広
場
”で
す
。

三
信
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
日
比
谷
三
井
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
間
に
は
区
道
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
千
代
田
区
と
協
議
し
区
画
整
理
で

道
路
を
付
け
替
え
、
１
つ
の
敷
地
に
ま
と

め
る
こ
と
で
、
大
き
な
広
場
空
間
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
『
六
本
木
』に
も
、広
大
な
緑
地
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
ガ
ー
デ
ン
と
檜
町

公
園
を
合
わ
せ
る
と
約
４
ha
の
面
積
を
持

ち
、
四
季
を
通
じ

て
人
々
が
集
い
、

交
流
す
る
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
場
の
必
要
性

を
再
確
認
す
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
東
日
本
大

震
災
で
し
た
。
２

０
１
１
年
３
月
11

日
、
私
は
老
朽
化

で
取
り
壊
し
が
決

ま
っ
て
い
た
日
比

谷
三
井
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
２
階
の
オ

人
が
集
い
、
憩
い
、
交
流
す
る
場

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
性

　
２
０
２
３
年
４
月
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
代
表
取
締

役
社
長
に
就
任
し
た
藤
井
拓
也
氏
。
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

は
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
を
管
理
運
営
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
、
三
井
不
動
産
１

０
０
％
出
資
の
子
会
社
。
イ
ベ
ン
ト
や
商

業
施
設
の
販
促
企
画
な
ど
の
タ
ウ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
業
務
や
、
施
設
管
理
を
中
心
と

し
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

を
担
う
。

「
２
０
０
７
年
に
六
本
木
で
開
業
し
た『
東

京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
』（
以
下
『
六
本
木
』）、

２
０
１
８
年
開
業
の
『
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
日
比
谷
』（
以
下
『
日
比
谷
』）、
昨
年
３

月
開
業
の『
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
八
重
洲
』

（
以
下
『
八
重
洲
』）、
こ
の
３
つ
の
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を

行
い
ま
す
。
私
自
身
が
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
事
業
に
携
わ
っ
た
の
は
、『
日
比
谷
』

が
最
初
で
す
。
担
当
に
な
っ
た
の
は
２
０

１
０
年
で
、
当
時
は
ま
だ
名
称
も
決
ま
っ

て
お
ら
ず
、
老
朽
化
し
た
三
信
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
と
日
比
谷
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
い

う
２
つ
の
三
井
不
動
産
所
有
の
ビ
ル
を
取

り
壊
し
、
再
生
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
し
た
。
日
比
谷
エ
リ
ア
は
昭
和
の

時
代
か
ら
、
東
京
宝
塚
劇
場
を
は
じ
め
多

く
の
劇
場
や
映
画
館
が
建
ち
並
ぶ“
映
画・

演
劇
の
街
”で
す
。
そ
の
特
色
を
活
か
し
、

芸
術
文
化
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を

発
信
す
る
施
設
を
目
指
し
ま
し
た
」

　
『
日
比
谷
』
は
、地
上
35
階
、地
下
４
階
、 藤

井
拓
也
氏

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

▪藤井　拓也（ふじい　たくや）プロフィール

東京ミッドタウンマネジメント株式会社 代表取締役社
長、三井不動産株式会社 東京ミッドタウン事業部長。
1969年、山口県生まれ。1992年、三井不動産株式会
社入社。サブリースビル事業、法務、宅地分譲などを経て、
三井ショッピングパーク ラゾーナ川崎プラザ、豊洲２・
３丁目地区開発事業をはじめ、東京湾岸エリア、都心３
区における事業機会獲得、開発手法策定、開発許認可取
得、街づくりガイドライン策定・運用等に従事。2010
年より東京ミッドタウン日比谷の開発に携わり、計画初
期段階のスキーム構築から建物竣工後の運営に至るまで
を一貫して手がける。2020年に東京ミッドタウン八重
洲他の開発事業の責任者に着任。2023年４月より現職。

る
国
内
最
大
の
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

な
る
予
定
で
す
」

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、

次
世
代
の
街
づ
く
り
を
目
指
す

　
六
本
木
か
ら
日
比
谷
、
八
重
洲
と
領
域

を
広
げ
る
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。“
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ 

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ（
新
し
い
価
値・感
性・

才
能
）
を
世
界
に
発
信
し
つ
づ
け
る
街
”

を
共
通
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
進
化

し
た
街
づ
く
り
を
世
界
に
提
案
す
る
。

「
街
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
時
間
の

経
過
と
共
に
魅
力
を
増
す
“
経
年
優
化
”

の
街
づ
く
り
を
し
た
い
。
そ
れ
が
東
京
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
将
来
に
向

け
た
想
い
で
す
。
六
本
木
、
日
比
谷
、
八

重
洲
、
そ
れ
ぞ
れ
に
街
の
個
性
が
異
な
り

ま
す
。『
日
比
谷
』は“
映
画・演
劇
の
街
”

と
い
う
地
域
の
特
性
を
さ
ら
に
高
め
、『
八

重
洲
』
は
日
本
の
玄
関
口
、
世
界
の
玄
関

口
と
い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
展

開
を
目
指
す
。
六
本
木
エ
リ
ア
に
は
サ
ン

ト
リ
ー
美
術
館
を
は
じ
め
、
国
立
新
美
術

館
、
森
美
術
館
な
ど
多
く
の
美
術
館
が
点

在
し
、
生
活
の
中
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
た

め
の
取
り
組
み
を
街
全
体
で
行
っ
て
い
ま

す
。東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
単
体
で
は
な
く
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
が
生
ま

れ
、
街
の
賑
わ
い
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
近
隣
町
会
や
商
店
会
の
方
々
と
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
一
員
と
し

て
、
六
本
木
の
街
を
み
な
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」

取材：吉田眞紀子、齊藤将彦、田村恭子／文責：池上薫／写真：その江

街づくりを通して、“人と地球が共に豊かになる社会”を目指す三井不動産株式会社。
東京ミッドタウン日比谷をはじめ、様々なプロジェクトで街づくり事業に関わり、

開発を成功に導いてきた藤井拓也氏が、
東京ミッドタウンマネジメント株式会社の代表取締役社長に就任した。

新しいタウンマネジメントの可能性と街づくりに掛ける想いをお伺いした。
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し
た
。
ご
披
露
く
だ
さ
い
。

野
口
：
昨
年
、
節
目
の
年
（
還
暦
）
を
迎
え
、
も
う

一
段
階
成
長
し
た
自
分
を
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
「
進
化
」
の
文
字
を
選
び
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
６
年
に
全
税
務
署
の
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー

化
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
組
織
と
し
て
の
大
き
な
転
換

期
に
向
け
て
、
我
々
も
も
う
一
段
成
長
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
心
構
え
を
表
し
ま
し
た
。

原
島
：「
活
力
」
で
す
。
私
も
昨
年
１
月
に
還
暦
を

迎
え
ま
し
た
。
心
身
共
に
活
力
を
持
っ
て
、
業
務
を

明
る
く
、
楽
し
く
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
、
自
身

の
決
意
を
書
き
ま
し
た
。

渡
邊
：
平
和
な
世
の
中
を
願
い
、「
愛
和
」
の
２
字

を
書
き
ま
し
た
。
愛
を
持
っ
て
受
け
入
れ
る
姿
勢
、

愛
を
持
っ
て
与
え
る
姿
勢
、
そ
れ
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
融
和
が
生
ま
れ
ま
す
。
支
部
活
動
に
お
い
て
も
、

税
務
行
政
に
お
い
て
も
、
ま
た
法
人
会
の
み
な
さ
ん

と
の
関
係
に
お
い
て
も
「
愛
和
」
を
大
切
に
、
今
年

１
年
間
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稲
葉
：「
初
心
」「
専
心
」「
伝
心
」「
一
心
」、
そ
し
て
今

年
は
「
壮
心
」
の
二
字
を
選
び
ま
し
た
。
勇
ま
し
く

盛
ん
な
心
と
い
う
意
味
で
、
活
動
的
で
飛
躍
の
年
に

し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。「
烈
士
暮
年

壮
心
不
已
」（
志
の
あ
る
人
は
老
い
て
も
大
志
を
持
ち

続
け
る
）
と
い
う
、
三
国
志
で
有
名
な
曹
操
の
詩
の

中
に
あ
る
言
葉
で
す
。

司
会
：
本
日
は
お
忙
し
い
中
お
時
間
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
法
人
会
の
組
織

だ
け
で
な
く
、
税
務
署
、
都
税
事
務
所
、
税
理
士
会

の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、〝
オ
ー
ル
麻
布
〟
で
大
き

な
成
果
を
挙
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会
：
稲
葉
会
長
よ
り
〝
オ
ー
ル
麻
布
〟
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
麻
布
法
人
会
に
期
待
す

る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

野
口
：
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
租
税
教
育
活
動
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
奨
励
賞
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
法
人
会
の
皆
様
の
活
発
な
税
務
広
報
や
租

税
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
、
我
々
に
と
っ
て
心
強
い

も
の
で
す
。
今
後
も
税
務
署
と
法
人
会
が
融
和
を
図

り
、
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

原
島
：
租
税
教
育
の
推
進
や
税
務
広
報
活
動
、
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
利
用
促
進
の
た
め
の
普
及
啓

発
活
動
な
ど
、
献
身
的
な
取
り
組
み
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方
税

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）
の
麻
布
地
区
で
の
利
用
率
の

高
さ
は
、
法
人
会
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。
税

務
行
政
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て
も
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

渡
邊
：
私
た
ち
も
租
税
教
室
に
は
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
大
変
参

考
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
電
子
帳
簿
保

存
法
の
改
正
な
ど
、
今
年
も
法
人
会
の
皆
様
と
連
携

し
、
よ
り
一
層
の
協
調
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

司
会
：
新
年
の
抱
負
を
色
紙
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま

原
島
：
経
済
問
題
と
税
務
は
深
い
繋
が
り
が
あ
り
ま

す
し
、
２
０
２
４
年
の
世
界
経
済
の
動
向
、
日
本
経

済
に
与
え
る
影
響
を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
業

務
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税
の
さ
ら
な

る
推
進
で
す
。
都
は
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
税
割
合
を
７
割
と
す
る
目
標
を
設
定

し
、
利
用
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

だ
ご
存
知
な
い
方
も
多
く
、
都
税
事
務
所
で
も
独
自

の
企
画
を
検
討
す
る
等
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の

周
知
や
広
報
、利
用
勧
奨
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
邊
：
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録
数
に
つ
い
て
は
、

麻
布
地
区
は
前
年
対
比
法
人
１
０
２
％
、
個
人
事
業

主
90
％
と
い
う
高
い
登
録
件
数
で
す
が
、
イ
ン
ボ
イ

ス
に
対
応
し
て
い
て
も
相
手
の
領
収
書
、
請
求
書
に

登
録
番
号
の
記
載
が
な
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
問
題
点

は
あ
り
ま
す
。
今
年
も
引
き
続
き
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
対
応
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
全
体
を
見
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
な
ど
世
界
情
勢
も
危

惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
を

願
い
ま
す
。

稲
葉
：
２
０
２
４
年
も
引
き
続
き
、
税
務
広
報
活
動
、

租
税
教
室
な
ど
地
域
社
会
に
根
差
し
た
公
益
事
業
を

会
長
と
横
井
こ
ず
え
広
報
委
員
が
発
表
者
と
し
て
登

壇
し
、
法
人
会
か
ら
の
応
援
は
19
名
、
税
務
署
か
ら

２
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
日
々
勉
強
を
重
ね
、
子
供
た
ち
が
税

を
正
し
く
理
解
し
、
関
心
を
持
て
る
よ
う
な
教
室
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
続
け
て
い
た
、
そ
の
取
組
み

が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
テ
ィ
ー
・
ク
ラ

ブ（
女
性
部
会
）は
創
立
25
周
年
を
迎
え
、
東
京
湾
の

ク
ル
ー
ズ
で
華
や
か
に
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
か
ら
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

司
会
：
２
０
２
４
年
に
向
け
て
の
展
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

野
口
：
昨
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
仕
入
税
額

控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
発
行
で

き
る
の
は
、「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に
限
ら

れ
、
登
録
申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
麻
布
税
務
署
管
内
で

は
、
非
常
に
多
く
の
方
々
に
登
録
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
定
着
を
目
標
と
し

て
、
新
規
の
課
税
事
業
者
の
方
々
に
対
し
て
も
適
正

な
申
告
の
た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
イ
ベ
ン
ト
、
交
流
会
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た

喜
び
の
１
年
で
し
た
。
法
人
会
の
最
大
の
魅
力
は
多

様
な
業
種
の
人
と
出
会
い
、
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
が
集
ま
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
直
接
語
り
合
う
こ
と
で
相

手
を
知
り
、
発
見
が
あ
る
。
良
い
こ
と
尽
く
め
で
す

よ
ね
。
そ
れ
が
制
限
さ
れ
た
３
年
余
り
は
会
に
と
っ

て
大
き
な
痛
手
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
で
も

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
模
索
し
、対
面
型
（
リ
ア
ル
）

と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
融
合
し
た〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
〟

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
置
い
て
の
交
流
会
に
も
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

ま
た
昨
年
は
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ（
青
年
部
会
）

が
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
東
京
の

代
表
部
会
に
選
ば
れ
、
第
37
回
法
人
会
全
国
青
年
の

集
い（
山
形
大
会
）に
参
加
、
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
喜

ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
若
田
部
鉄
也
部

の
解
放
〟が
印
象
に
残
る
１
年
で
し
た
。
職
場
で
は
、

職
員
が
コ
ロ
ナ
対
策
業
務
を
兼
務
す
る
特
別
体
制
か

ら
通
常
の
業
務
体
制
に
戻
り
、
仕
事
環
境
等
が
整
っ

て
き
た
か
な
と
い
う
思
い
で
す
。
明
る
い
話
題
と
し

て
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
）
の
３
大
会
ぶ
り
の
世
界
一
で
す
。
日
本

代
表
・
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
姿
に
、
誇
り
と
勇
気
、
力
を

も
ら
い
ま
し
た
。

渡
邊
：
昨
年
の
６
月
に
、
麻
布
支
部
の
支
部
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
下
で
は
支
部
活
動
が
制

限
さ
れ
、
組
織
内
の
交
流
や
新
し
く
入
会
さ
れ
た
方

と
の
懇
親
も
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
５
類
に
移
行

し
て
か
ら
は
活
動
を
積
極
的
に
再
開
し
、
会
員
の

方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各
学
校
で
の

租
税
教
室
も
復
活
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

稲
葉
：
長
期
に
わ
た
っ
た
自
粛
や
制
限
が
解
け
、様
々

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
関
係
民
間
団
体
の
方
々
や
職
員
と

も
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
持
て
、
個
人
的
に
は
非
常

に
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
い
う
気
持
ち
の
１
年
で
し

た
。
ま
た
昨
年
は
７
月
に
還
暦
を
迎
え
、
人
生
の
節

目
の
年
で
し
た
。
た
だ
年
初
の
１
月
に
骨
折
を
い
た

し
ま
し
て
、
ま
だ
プ
レ
ー
ト
が
入
っ
て
い
る
状
態
な

ん
で
す
。〝
気
を
引
き
締
め
て
い
け
〟
と
い
う
神
様

の
思
し
召
し
だ
と
、
決
意
を
新
た
に
し
た
１
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

原
島
：
繁
華
街
や
観
光
地
の
賑
わ
い
を
目
の
当
た
り

に
し
、
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
期
に
は
、
複
数
施
設
で
直
接
コ
ロ
ナ
対
策
業

務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、〝
コ
ロ
ナ
か
ら

司
会
：
３
年
あ
ま
り
に
わ
た
り
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
昨
年
５
月
８
日
以
降
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
同
じ
５
類
に
緩
和
さ
れ
、

中
止
に
な
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
と
な
り
、
街

で
も
多
く
の
外
国
人
観
光
客
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｔ
Ｐ
（
人
工

知
能
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
）
の
急
激
な
普
及
な
ど
、
Ａ

Ｉ
の
進
展
に
も
驚
か
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。
皆
様
そ

れ
ぞ
れ
、
２
０
２
３
年
を
振
り
返
っ
て
の
印
象
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

野
口
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
法
上
の
分
類

が
５
類
に
移
行
し
て
２
ヶ
月
後
の
、
７
月
に
麻
布
税

務
署
に
着
任
し
ま
し
た
。
対
面
交
流
の
場
が
増
え
る

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
収
束
を
見
せ
ず
、
世
界
的
な
気
候
変
動
、
物
価
の

上
昇
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が
残
っ
た
２
０
２
３
年
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
３
年
が
経
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
時
代
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

出
席
者　

野
口　

末
孝
氏　
麻
布
税
務
署
署
長

原
島　

幸
男
氏　
港
都
税
事
務
所
所
長

渡
邊
光
太
郎
氏　
東
京
税
理
士
会
麻
布
支
部
支
部
長

稲
葉　

秀
一
氏　
麻
布
法
人
会
会
長

司
会
：
齊
藤 

将
彦
／
広
報
委
員
長

野口　末孝
麻布税務署署長

原島　幸男
港都税事務所所長

渡邊　光太郎
東京税理士会麻布支部支部長

稲葉　秀一
麻布法人会会長

62024.17

文
責
：
池
上
薫
／
写
真
：
山
口
康
仁
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今を生きる人の暮らしと心に適
かな

う
開かれたお寺の形

瑞
ずいけいん

華院　了
りょうもん

聞
https://ryomon.jp/

　
広
尾
駅
か
ら
西
麻
布
交
差
点
方
面
に
向

か
う
こ
と
数
分
、
一
見
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
マ

ン
シ
ョ
ン
や
レ
ス
ト
ラ
ン
と
見
紛
う
よ
う

な
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ビ
ル
が
現
れ
る
。

外
苑
西
通
り
沿
い
に
令
和
二
年
に
完
成
し

た
こ
ち
ら
は
、
室
町
時
代
に
創
建
さ
れ
た

浄
土
宗
の
寺
院
「
瑞
華
院
」
の
建
物
で
、

全
館
個
室
参
拝
室
を
備
え
た
自
動
搬
送
式

納
骨
堂
で
あ
る
。
墓
所
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ

を
覆
す
、
明
る
く
利
便
性
に
富
ん
だ
都
市

型
納
骨
堂
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

増
上
寺
所
縁
の
由
緒
あ
る

寺
に
よ
る
安
心
の
永
代
供
養

　
「
瑞
華
院
」の
創
建
は
１
４
９
２
年（
明

応
元
年
）
と
古
く
、
５
３
０
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
。
大
本
山
増
上
寺
・
第
五
世
法

主
を
務
め
た
天
誉
了
聞
上
人
が
開
山
し
た

浄
土
宗
の
修
行
道
場
で
、
明
治
33
年
ま
で

増
上
寺
の
子
院
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。
江

戸
時
代
に
は
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
し
て
増

上
寺
と
共
に
恩
恵
を
授
か
っ
て
き
た
が
、

明
治
の
区
画
整
理
に
よ
り
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
芝
か
ら
南
麻
布
に
移
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
20
年
の
東
京
大
空
襲
で
焼

失
し
た
が
再
建
さ
れ
、
現
住
職
の
福

井
威
人
氏
は
第
81
世
と
な
る
。

「
瑞
華
院
が
再
建
さ
れ
た
の
は
祖
父

の
代
で
す
が
、
一
度
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
檀
家
様
は
ほ
と
ん
ど
お

ら
ず
、
父
は
一
般
企
業
に
勤
め
な
が

ら
細
々
と
寺
を
継
承
し
て
き
ま
し

た
。
自
分
自
身
も
こ
の
地
で
生
ま
れ

育
ち
、
社
会
に
出
て
別
の
仕
事
に
就

い
て
い
ま
し
た
が
、
父
が
急
逝
し
、

跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
代
替
わ
り
を
し
、
こ
れ
か
ら
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
、
供
養
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
ご
縁
で
協
力
者
を
得
て
、
現
在
の
形
に

な
っ
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

「
寺
本
来
の
姿
と
は
、
個
人
の
所
有
で
は

な
く
、
公
共
性
を
保
ち
、
多
く
の
人
の
役

に
立
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
思
い
か
ら
、

納
骨
堂
を
建
て
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

街
並
み
に
溶
け
込
む
意
匠
で

イ
メ
ー
ジ
を
一
新

　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
広
尾
と
い
う
街

の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

“
光
が
差
し
込
み
、
水
が
せ
せ
ら
ぎ
、
風

が
そ
よ
ぐ
明
る
い
雰
囲
気
”
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
『
無
有
建
築
工
房
』
の
竹
原
義
二
氏

に
設
計
を
依
頼
。
令
和
4
年
度
『
港
区
み

ど
り
の
街
づ
く
り
賞
』を
受
賞
し
て
い
る
。

運
営
・
販
売
は
中
部
電
力
グ
ル
ー
プ
「
日

本
エ
ス
コ
ン
」
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
委
託

し
、
宗
派
を
問
わ
ず
、
後
継
者
が
い
な
い

場
合
の
永
代
供
養
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

全
室
個
室
の
参
拝
室
は
都
内
唯
一
で
、
ベ

ー
シ
ッ
ク
な
椅
子
席
を
は
じ
め
、
畳
敷
き

の
部
屋
や
、
様
式
を
問
わ
ず
お
参
り
で
き

る
墓
石
の
な
い
参
拝
室
も
備
え
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
館
内
は
冷
暖
房
完
備
、

生
花
や
お
香
も
用
意
さ
れ
、
手
ぶ
ら
で
気

軽
に
お
参
り
で
き
る
の
が
特
長
。

「
了
聞
で
は
宗
旨
・
宗
派
、
国
籍
を
問
わ

ず
、
皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
異
な

る
宗
派
の
法
要
の
際
に
、
外
部
か
ら
住
職

を
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
で
、
そ
こ
に
魅
力
を

感
じ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
近
代
的
な

外
観
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
浄
土
宗
の
伝
統
を
守
り
、
毎

日
の
供
養
や
年
間
の
大
法
要
も
、
よ
り
し

っ
か
り
勤
め
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
３
６
５
日
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
る
朝
の
お

勤
め
と
法
話
の
時
間
は
、
誰
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
の
で
、
興

味
本
位
で
覗
い
て
す
っ

か
り
は
ま
っ
て
、
何
度

も
足
を
運
ぶ
人
も
い
る

そ
う
。

「
日
常
の
中
で
死
は
身

近
で
は
な
い
の
で
、
今

日
が
あ
る
こ
と
の
あ
り

が
た
さ
を
忘
れ
、
当
た

り
前
だ
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
朝
の
お
勤
め
に

参
加
し
て
、
そ
れ
が
ど
れ
程
あ
り
が
た
い

こ
と
か
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
…
…
」

　

寺
離
れ
が
進
み
、
仏
教
へ
の
入
口
は
、

ま
す
ま
す
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
ヨ
ガ
や
瞑
想
に
興
味
を
持
つ

若
い
人
も
増
え
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、

き
っ
か
け
を
作
っ
て
、
多
く
の
人
に
集
ま

っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
取
り
組
み
た
い
と

語
る
。

昔
か
ら
の
寺
の
役
目
を
継
承
し

地
元
の
人
た
ち
の
集
い
の
場
に

　　
そ
の
一
歩
と
し
て
、
ヨ
ガ
教
室
や
コ
ン

サ
ー
ト
、
書
道
教
室
、
終
活
セ
ミ
ナ
ー
を

は
じ
め
、
春
に
は
花
人
・
赤
井
勝
氏
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る「
桜
ま
つ
り
」な
ど
、多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。
法
要

の
な
い
日
は
、
外
部
の
教
室
な
ど
に
ス
ペ

ー
ス
を
貸
し
出
す
こ
と
も
可
能
だ
そ
う
。

「
法
人
を
対
象
に
、
た
と
え
ば
創
業
者
を

偲
ぶ
会
や
周
年
記
念
の
集
ま
り
な
ど
に
も

広
く
利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
多
忙
な
毎
日
を
送
り
、
お
墓
参
り
の
機

会
も
減
っ
て
い
る
都
市
生
活
者
に
と
っ

て
、
好
立
地
で
訪
れ
や
す
く
、
天
候
に
左

右
さ
れ
な
い
都
心
の
納
骨
堂
の
魅
力
は
大

き
い
。
伝
統
と
革
新
が
融
合
し
た
新
し
い

寺
の
形
に
、
今
後
よ
り
注
目
度
が
高
ま
る

の
は
間
違
い
な
い
。

企

業

訪

問

1967年生まれ。兵庫県神戸
市出身。灘高校、香川大学卒
業。中学から大学までの10
年間バレーボール部。
大学卒業後、住友銀行入行。
三井住友銀行法人営業を中心
に、SMBC信託銀行等で30
年間勤務。2020年に中部電
力グループの株式会社日本エ
スコンに入社。
2020年10月より日本エスコ
ンの新事業である株式会社了
聞の代表取締役に就任。不足
するお墓問題の解決。懐か
しい方々を偲ぶ場所かつ地
域の皆様の集う場所として、
2021年3月南麻布に全室個
室の納骨堂「瑞華院了聞」が
開苑。浄土宗瑞華院から販売
と運営を受託している。

岩脇 洋樹
いわわき　ひろき

取材：齊藤将彦、田中博尊、萩原秀美／文責：秋山美英

取締役 住職　福井威人氏

　

〇　税理士による無料申告相談については、混雑回避のため、オンライン又は電話による事前申込を受け付けます。
〇　オンラインによる事前申込の詳細については、事前申込サイトを参照願います。
〇　電話による事前申込については、上記事前申込専用電話番号に電話の上、オペレーターに「管轄の税務署」「ご希望の会場及び相談日時」などを
　　お伝えください。また、電話が大変混みあう可能性がありますので、オンラインによる事前申込の利用をご検討ください。
〇　上記事前申込専用電話番号以外（税務署及び地方公共団体）での電話申込は受け付けておりません。
〇　当日入場整理券の配付もございますが、無くなり次第終了となりますので、是非、事前申込をご利用ください。
〇　土地、建物及び株式などの譲渡所得がある方は、下記申告作成会場にお越しいただきご相談ください。

(注)　ただし、２月25日(日)は東京国税局１階（中央区築地5-3-1）にて開場します。
〇　令和５年分の申告書作成会場では、混雑回避のために「入場整理券」を配付します。
〇　入場整理券については、当日、会場で配付するほか、LINEによる事前発行で入手可能です。
〇　入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。
〇　３月は入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、２月中の来署をお勧めします。
〇　税務署の駐車場が狭いため、お車で来署はご遠慮ください。

0033--66774455--66330044

　　受付時間
　　平日午前９時～午後４時

　２月１日（木）
　～２月２日（金）

 芝浦港南区民センター
 １階区民ホール

　芝浦
　　４－13－１

　２月６日（火）
　～２月９日（金）

　１月30日（火）
　～１月31日（水）

 白金台いきいきプラザ
 ２階集会室B

　白金台
　　４－８－５

 午前９時30分～11時30分
 午後１時～３時30分

　https://coubic.com/shibazei/
　booking_pages#pageContent

 高輪区民センター
 ２階展示ギャラリー

　高輪
　　１－16－25

事前申込専用電話番号期　　　間 会　　　場 所　在　地 受　付　時　間 事前申込サイト

　２月１日（木）
　～２月15日（木）

 麻布税務署
 別館会議室

　西麻布
　　３－３－５

　https://coubic.com/azabuzei/
　booking_pages#pageContent

0033--66774455--66330066

　　受付時間
　　平日午前９時～午後４時

※土、日及び祝日を除きます。

 午前９時30分～午後４時

開　設　期　間 会　　　場 所　在　地

問合せ先【芝税務署〒108-8401　芝5-8-1　☎3455-0551】【麻布税務署 〒106-8630　西麻布3-3-5　☎3403-0591】【Income Tax Counseling In English ☎3821-9070】

２月16日（金）～３月15日（金）

※土、日及び祝日を除きます。（注）

芝税務署 　５階会議室

　麻布税務署　別館会議室

芝５－８－１

西麻布３－３－５

時　　　間

受付　午前８時30分　～　午後４時

相談　午前９時15分開始

税税務務署署かかららのの確確定定申申告告ののおお知知ららせせ

税理士による無料申告相談の日程

オンラインで事前発行
友だち追加は
こちらから！

LINEアプリで国税庁の公式
LINEアカウントを友だち追加
してください。

申告書作成会場の日程

詳しくは国税庁ホームページを

ご覧ください。

国税庁

確定申告はご自宅からの
ee--TTaaxxがおすすめです！

スマホでも！
確定申告

iPhoneの方 Androidの方

Safari Chrome

スマホ対応ブラウザ

チャットボットや電話で相談できます！

～～  所所得得税税・・贈贈与与税税のの申申告告書書のの提提出出期期限限  ・・  納納期期限限はは３３月月1155日日（（金金））でですす  ～～

～～  消消費費税税のの申申告告書書のの提提出出期期限限  ・・  納納期期限限はは４４月月  １１日日  （（月月））でですす  ～～

詳しくは

確定申告書作成コーナーはこちら

チチャャッットトボボッットトででのの相相談談

税務職員ふたば

ご質問を入力いただければ、

お答えします。

おお電電話話ででのの相相談談

申告書の作成に当たってのご不明点等 e‐Taxの使い方（操作方法等）

国税相談専用ダイヤル

0570-00-5901
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク

0570-01-5901
AIを活用した「「税税務務職職員員ふふたたばば」」が
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内
装
業

㈱
ア
イ
ザ
ッ
ク宇

　
都
　
ひ
ろ
子

港
区
南
青
山
２
―22
―４
―５
０
２

電 

話　

０
３
―５
７
７
５
―４
７
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
７
５
―４
７
８
６

総
合
卸
売
業

麻
布
商
事
㈱

齊
　
藤
　
将
　
彦

港
区
六
本
木
４
―１
―28

電 

話　

０
３
―６
３
８
７
―３
７
４
９

企
画
輸
入
・
総
合
卸
売
販
売
業

（
同
）Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ａキ

サ
チ
　
　
　
典

勝
浦
市
植
野
１
０
９
８
―２

電 

話  

０
８
０
―３
３
５
９
―６
２
２
７

内
装
・
除
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
室
内
・
車
両
の
カ
ビ
・
ウ
ィ
ル
ス
）

㈱
麻
布
タ
マ
ヤ志

　
賀
　
律
　
子

港
区
東
麻
布
３
―４
―15

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―９
５
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
７
―１
０
２
９

不
動
産　

売
買
・
賃
貸
・
管
理

㈱
日
本
土
地
建
物

神
　
山
　
重
　
子

千
代
田
区
内
幸
町
１
―１
―１

帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
18
階

電 

話　

０
３
―５
５
０
１
―０
８
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
５
０
１
―０
８
７
８

不
動
産
賃
貸
業

㈱
麻
布
文
明
堂内

　
田
　
泰
　
介

港
区
六
本
木
３
―１
―30

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―０
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
５
―２
２
２
０

不
動
産
賃
貸
業

㈱
ニ
ュ
ー
ご
と
う

後
　
藤
　
　
　
浩

港
区
六
本
木
５
―１
―２

電 

話　

０
３
―３
４
０
８
―７
２
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
３
８
―９
６
９
１

自
動
車
販
売
・
整
備

ニ
ュ
ー
ト
ヨ
オ
ー
ト
㈱

塩
　
沢
　
仁
　
志

港
区
元
赤
坂
１
―１
―15

電 

話　

０
３
―３
４
０
４
―２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
４
―２
３
１
６

パ
ッ
ケ
ー
ジ
企
画
・
販
売

Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｘ
㈱

尾
　
関
　
　
　
勇

港
区
赤
坂
２
―19
―４　

４
階

電 

話　

０
３
―３
５
８
５
―０
０
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
５
―９
１
２
４

不
動
産
仲
介
・
管
理
業	

㈱
パ
シ
・
コ
ム渡

　
邉
　
ひ
と
み

港
区
麻
布
十
番
１
―５
―10

ア
ト
ラ
ス
ビ
ル
１
階

電 

話　

０
３
―５
４
７
４
―７
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
４
７
４
―７
４
４
０

税
理
士
事
務
所

飯
島
総
合
会
計
事
務
所

飯
　
島
　
一
　
郎

港
区
元
麻
布
３
―２
―19
―４
Ｆ

電 

話　

０
３
―５
７
７
５
―１
６
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
７
５
―１
６
３
２

不
動
産
賃
貸
業

馬
場
商
工
㈱

馬
　
場
　
恵
一
郎

港
区
西
新
橋
３
―23
―８

電 

話　

０
３
―３
４
３
２
―０
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
３
２
―０
３
２
５

建
築
設
計
監
理

㈱
イ
ナ
バ
建
築
設
計
事
務
所

稲
　
葉
　
秀
　
一

港
区
南
青
山
５
―11
―15
―３
０
４

電 

話　

０
３
―３
４
０
６
―１
７
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
６
―８
３
５
０

ゴ
ル
フ
場
運
営

㈱
葉
山
国
際
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

片
　
岡
　
雅
　
敦

品
川
区
東
品
川
４
―９
―26

電 

話　

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
４

不
動
産
買
取
再
販
・
仲
介

㈱
イ
ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

佐
　
野
　
賢
　
一

港
区
南
麻
布
２
―９
―40
―１
０
２

電 

話　

０
３
―３
４
４
５
―１
１
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―４
３
３
５
―０
１
５
７

ゴ
ル
フ
場
管
理

㈱
葉
山
産
業

片
　
岡
　
雅
　
敦

品
川
区
東
品
川
４
―９
―26

電 

話　

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
４

不
動
産
貸
付
業

ヒ
デ
ビ
ル

萩
　
原
　
秀
　
美

港
区
西
麻
布
３
―13
―20

電 

話　

０
３
―３
４
０
５
―０
０
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
５
―０
７
２
７

弁
理
士
事
務
所

上
原･

並
川
商
標
特
許
事
務
所

上
　
原
　
空
　
也

港
区
新
橋
３
―３
―14

電 

話　

０
３
―６
２
０
６
―１
９
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
２
０
６
―１
９
８
２

不
動
産
仲
介
・
管
理
業

㈱
Ａ
Ｂ
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

内
　
田
　
泰
　
介

港
区
六
本
木
３
―１
―17

第
２
Ａ
Ｂ
ビ
ル
１
Ｆ

電 

話　

０
３
―３
５
８
６
―０
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
６
―２
０
０
０

不
動
産
賃
貸
業

㈱
ほ
う
ら
い
や
ビ
ル

新
　
保
　
雅
　
敏

港
区
六
本
木
５
―２
―１

電 

話　

０
３
―３
４
７
８
―３
３
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
３
―４
８
７
０

デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
業

㈱
エ
ム
ク
ロ
ス内

　
田
　
泰
　
介

港
区
六
本
木
３
―１
―30Ａ

・
Ｂ
ビ
ル
１
階

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―０
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
５
―２
２
２
０

総
合
保
険
代
理
店
業

㈱
保
険
代
理
店堀

　
場
　
功
一
郎

港
区
元
赤
坂
１
―３
―９

Ｋ

－

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
ビ
ル
６
階

電 

話　

０
３
―５
５
４
５
―１
２
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
５
４
５
―１
２
７
２

弁
護
士
業

King &
 W

ood M
allesons

法
律
事
務
所
・
外
国
法
共
同
事
業

弦
　
巻
　
充
　
樹

千
代
田
区
丸
の
内
３
―２
―３ 

丸
の
内
二
重
橋
ビ
ル
21
階

電 

話　

０
３
―５
２
１
８
―６
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
２
１
８
―６
７
１
２

不
動
産

真
壁
商
事
㈱

眞
　
壁
　
久
　
雄

港
区
赤
坂
３
―４
―３	

電 

話　

０
３
―３
５
８
５
―５
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
５
―５
７
２
９

造
花
ア
レ
ン
ジ
・
イ
ベ
ン
ト
装
飾

㈱
ミ
シ
ャ
ロ
ン石

　
川
　
味
　
季

港
区
六
本
木
５
―18
―19
―８
０
１

電 

話　

０
３
―３
５
８
７
―１
７
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
２
７
７
―７
１
７
８

警
備
業
（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
）

㈱
警
備
の
窓
口倉

　
上
　
敏
　
雄

大
田
区
本
羽
田
１
―23
―13
―７
０
４

電 

話  

０
７
０
―８
５
７
０
―３
０
８
５

飲
食

小
料
理
六
本
木
ほ
ろ
ほ
ろ

髙
　
橋
　
洋
　
子

港
区
六
本
木
３
―４
―15 

ク
ラ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ム
１
階

電 

話　

０
３
―５
５
６
３
―０
８
０
８

不
動
産  

賃
貸
・
売
買
・
管
理
・
鑑
定

㈱
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ

角
　
張
　
敏
　
郎

港
区
六
本
木
７
―13
―１

電 

話　

０
３
―５
７
８
５
―３
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
１
―３
７
０
１

ゴ
ル
フ
場
経
営

㈱
三
和

片
　
岡
　
雅
　
敦

品
川
区
東
品
川
４
―９
―26

電 

話　

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
７
４
―８
１
１
４

製
造
業

武
蔵
オ
イ
ル
シ
ー
ル
工
業
㈱

武
　
藤
　
正
　
弘

港
区
六
本
木
５
―11
―29

電 

話　

０
３
―３
４
０
４
―６
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
５
―７
５
４
７

産
業
用
水
処
理
装
置
製
造
・
輸
出

㈱
Ｊ
．Ｋ
．イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

吉
　
田
　
眞
紀
子

港
区
西
麻
布
３
―４
―１

電 

話　

０
３
―６
４
５
９
―２
２
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
２
３
―２
３
０
０

外
食
事
業

㈱
無
洲

浅
　
野
　
広
　
義

港
区
西
新
橋
１
―12
―10

電 

話　

０
３
―５
１
５
７
―０
１
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
１
５
７
―５
１
５
７

ビ
ル
管
理
業

市
街
地
開
発
㈱中

　
井
　
暲
　
典

港
区
北
青
山
３
―３
―７
―３
０
１

電 
話　

０
３
―３
４
０
３
―２
５
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
３
―３
４
０
１
―５
１
１
１

内
装
工
事
設
計
施
工

㈱
優
雅
堂

中
　
村
　
武
　
志

港
区
六
本
木
３
―３
―14

電 

話　

０
３
―３
５
８
３
―８
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
３
―８
１
７
３

不
動
産

シ
グ
マ
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
㈱

坂
　
本
　
章
　
彦

港
区
西
麻
布
１
―４
―11

シ
グ
マ
西
麻
布
Ⅱ
３
Ｆ

電 

話　

０
３
―５
７
７
２
―７
６
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
７
２
―７
６
７
５

ア
ー
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈲
ジ
ョ
イ
コ
ン
セ
プ
ト

額
　
賀
　
真
理
子

港
区
南
麻
布
３
―３
―38

電 

話　

０
３
―３
４
４
３
―５
３
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
４
７
―３
０
２
３

特
許
事
務
所

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
特
許
商
標
事
務
所

浜
　
田
　
治
　
雄

港
区
南
青
山
３
―４
―12

電 

話　

０
３
―３
４
０
４
―５
７
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
４
０
４
―５
７
４
８

税
理
士
業

鈴
木
久
雄
税
理
士
事
務
所

鈴
　
木
　
久
　
雄

江
東
区
清
澄
３
―８
―10
―２
０
１

電 

話　

０
３
―６
４
５
８
―８
５
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
５
８
―８
５
２
９

納
骨
堂　

販
売
・
運
営	

㈱
了
聞

岩
　
脇
　
洋
　
樹

港
区
南
麻
布
５
―１
―８

電 

話　

０
３
―６
４
０
８
―７
８
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
０
８
―７
８
７
９

輸
入
卸
売
業

㈱
大
喜
屋

前
　
畑
　
隆
　
之

港
区
六
本
木
３
―６
―３

電 

話　

０
３
―３
５
８
５
―２
０
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―３
５
８
７
―２
１
７
０

法
律
事
務
所

ル
ー
チ
ェ
法
律
事
務
所	

中
　
井
　
陽
　
子

港
区
西
新
橋
１
―18
―６

ク
ロ
ス
オ
フ
ィ
ス
内
幸
町
６
０
２

電 

話　

０
３
―５
５
１
０
―５
３
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
４
５
７
―９
１
３
４

気
功
、
太
極
拳
、
螺
旋
棒
、
瞑
想

中
国
民
族
音
楽
、
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ

二
胡
教
室
、
太
極
気
功
教
室

齊
　
藤
　
　
　
麟

港
区
六
本
木
３
―16
―13

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
六
本
木
５
１
０

電 

話  

０
７
０
―３
８
１
６
―６
２
５
８

司
法
書
士

若
田
部
司
法
書
士
事
務
所

若
田
部
　
鉄
　
也

港
区
南
麻
布
４
―12
―25

南
麻
布
セ
ン
ト
レ
２
階

電 

話　

０
３
―５
７
３
９
―１
６
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―５
７
３
９
―１
６
６
２

令
和
六
年　
元
旦

　
　
公
益
社
団
法
人
麻
布
法
人
会 
会
長　

稲
葉
　
秀
一

眼
鏡
小
売

ド
イ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
眼
鏡
院

中
　
西
　
謙
　
太

港
区
北
青
山
２
―12
―27

電 

話　

０
３
―６
８
０
４
―１
６
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―６
８
０
４
―３
６
９
９
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平
成
10
年
、「
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
に
「
働
く
女
性
の
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
発
足
し
た
麻
布
法
人
会
テ

ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
は
、
創
立
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
記
念
し
て
、昨
年
11
月
30
日
、シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
「
モ
デ
ル
ナ
号
」
に
て
、

テ
ィ
ー・ク
ラ
ブ
創
立
25
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夕
方
、

日
の
出
ふ
頭
を
出
港
し
、
東
京
湾
の
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
、
お
食
事
と
歓
談
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
た
後
は
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
！　
大
原

江
里
子
カ
ル
テ
ッ
ト
＆
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
ズ
に
よ
る
懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

メ
ド
レ
ー
が
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
華
賞
品
が
当
た

る
抽
選
会
も
あ
り
、
協
賛
企
業
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　
当
会
で
は
、小
学
生
対
象
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
は
じ
め
、

福
祉
施
設
へ
の
タ
オ
ル
寄
贈
、
聴
覚
障
害
や
フ
ー
ド
ロ
ス
に
関
す
る
啓
発
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

素
敵
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会
、
国
会

議
事
堂
、
都
庁
、
食
品
工
場
な
ど
、
普
段
は
な
か

な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
の
見
学
や
、
ク

リ
ス
マ
ス
交
流
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
25
年
の
あ
ゆ
み
を
経
て
、
い
ま
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
の
時
代
。
親
会
、
青
年
部
会
、
各
委
員
会
と

協
力
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
地
域
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

皆
様
と
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、お
友
達
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
幹
事　
萩
原
秀
美

年
末
交
流
会

令
和
５
年
11
月
30
日　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
「
モ
デ
ル
ナ
号
」

　
管
外
研
修
は
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
年
間
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
今
年
度

は
「
東
京
都
庁
見
学
ツ
ア
ー
Ｈ
ｉ
ｌ
ｔ
ｏ
ｎ
東
京
ｄ
ｅ
ラ
ン
チ
ブ
ッ
フ
ェ
」
と
題
し

て
10
月
23
日
㈪
に
秋
晴
れ
の
中
開
催
さ
れ
た
。

　
都
庁
見
学
は
港
区
選
出
の
菅
野
弘
一
都
議
会
議
員
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。
様
々
な
都
議
会
の
仕
事
を
改
め
て
伺
い
、
政
治
に
関
心
を

持
た
な
け
れ
ば
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
が
特
に
東
京
都
の
友
好
都
市
と

の
交
流
で
頂
い
た
記
念
品
、
東
京
都
が
贈
呈
し
た
記
念
品
の
展
示
か
ら
生
の
政
治
活

動
が
垣
間
見
え
た
。

　
議
場
で
は
知
事
席
や
議
長
席
に
座
し
て
記
念
撮
影
を
し
つ
つ
、
議
会
を
身
近
に
感

じ
る
事
が
で
き
た
。

　
そ
の
後
都
庁
を
離
れ
て
一
転
Ｈ
ｉ
ｌ
ｔ
ｏ
ｎ
に
て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
な
っ
た
。
美

味
し
い
お
料
理
と
と
も
に
素
敵
な
会
場
に
包
ま
れ
て
日
頃
以
上
に
和
や
か
な
中
に
も

会
話
が
弾
ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
副
部
会
長　
渡
邉
由
紀
子

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
主
催 

管
外
研
修
会

令
和
５
年
10
月
23
日　
東
京
都
庁

　
毎
年
恒
例
、
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
と
サ
ン

エ
ー
・
ク
ラ
ブ
共
催
の
「
税
を
考
え
る
週

間
」
講
演
会
が
11
月
15
日
、
26
名
の
参
加

者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
第
一
部
で
は
麻
布
税
務
署
、
野

口
末
孝
署
長
よ
り
国
税
組
織
の
「
人
材
育

成
」
の
お
話
を
賜
り
ま
し
た
。
野
口
署
長

は
税
務
大
学
校
で
教
壇
に
立
た
れ
た
ご
経

験
も
あ
り
ま
す
。「
組
織
の
人
材
育
成
」

で
は
、
実
務
や
調
査
力
は
現
場
で
学
べ
る

が
そ
の
人
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て

も
ら
う
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
気
の
利

く
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
を
育
て
る
事
だ

と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
人
材
育
成

に
お
い
て
は
、
積
極
的
な
日
常
会
話
を
心

掛
け
、
仕
事
の
話
は
あ
ま
り
し
な
い
。
一
度
話
し
た
人
の
特
徴
を
メ
モ
し
、
次
回
会
っ
た

時
に
円
滑
な
会
話
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
心
掛
け
て
お
ら
れ
る
と
の
事
。

最
後
に
「
優
秀
な
人
材
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
誠
実
で
裏
表
無
く
、
皆
に
愛

さ
れ
る
人
、
信
頼
さ
れ
る
人
間
力
の
あ
る
人
と
お
話
し
く
だ
さ
り
、
野
口
署
長
の
お
人
柄

が
表
れ
た
講
演
で
し
た
。

　
第
二
部
で
は
「
全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会
」
に
東
京
代
表
と
し
て
出
場
し
た
、
サ
ン

エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
若
田
部
部
会
長
と
横
井
さ
ん
が
、
本
番
さ
な
が
ら
の
迫
力
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
皆
で
作
成
し
た
租
税
教
室

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
縁
の
下
の
力
持
ち
山

ノ
下
さ
ん
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
も
分
か
り
や
す
く
、

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
し
た
。
大
会
で
は
惜
し
く

も
奨
励
賞
と
な
り
ま
し
た
が
、
租
税
教
室
に
対
す
る

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
熱
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
回
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
更

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
租
税
教
室
が
開
催
で
き
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
致
し
ま
す
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
幹
事　
庄
司
園
子

「税を考える週間」講演会
令和５年11月15日



15 142024.115

農
業
体
験
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会

令
和
５
年
９
月
30
日　
八
千
代
緑
が
丘 

ヤ
シ
キ
住
宅
特
設
会
場

　
令
和
５
年
９
月
30
日
、
サ
ン

エ
ー
・
ク
ラ
ブ
広
報
委
員
会
主

催
、
八
千
代
緑
が
丘
ヤ
シ
キ
住

宅
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、

実
は
今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の

事
業
委
員
、
中
村
邸
宅
を
マ
ル

っ
と
会
場
に
ご
提
供
い
た
だ

き
、
大
都
会
を
離
れ
た
ま
さ
に

大
自
然
の
中
で
の
贅
沢
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
お
庭
に
は
一
面
に
広
が
る
畑
に
、
じ
ゃ
が
い
も
、

さ
つ
ま
い
も
、
ピ
ー
ナ
ツ
が
植
わ
っ
て
い
ま
す
。
ヤ
シ
キ
邸
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
醍
醐
味
は
な
ん

と
言
っ
て
も
、
畑
か
ら
収
穫
し
た
て
の
野
菜
を
そ
の
ま
ま
焼
い
て
食
べ
る
！
と
て
も
贅
沢
な
企

画
。
子
供
た
ち
は
、
虫
取
り
や
鬼
ご
っ
こ
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
畑
で
ピ
ー
ナ
ツ
の
収
穫
競
争
！
大

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
豪
華
食
材
や
松
坂
牛
、
北
海
道
の
ホ
タ
テ
に
舌
鼓
。
焼
い
て
、

呑
ん
で
食
べ
て
大
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
普
段
と
は
違
う
休
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
ツ
マ
ミ
ク
ル
」
さ
ん
に
は
日
本
各
地
の
ご
当
地
つ
ま
み
、「
ロ
テ
ィ
サ
リ
ー
チ
キ
ン
」
さ
ん

に
は
、
チ
キ
ン
の
丸
焼
き
を
ご
協
賛
い
た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
は
子
供
達
も
含
め
、
総
勢
30
名
強

の
参
加
者
で
大
盛
り
上
が
り
！
大
都
会
で
は
、
な
か
な
か
経
験
の
で
き
な
い
自
給
自
足
の
農
業

体
験
。
中
村
さ
ん
の
お
父
様
お
母
様
が
、
大
事
に
育
て
ら
れ
た
野
菜
た
ち
。
日
本
の
自
給
自
足

率
は
世
界
で
も
最
低
水
準
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
れ
だ
け
贅
沢
な
経
験
で
し
ょ
う
か
。

子
供
達
は
今
日
会
っ
た
ば
か
り
で
も
、
自
然
の
中
に
放
て
ば
、
み
ん
な
で
楽
し
く
、
活
き
活
き

と
遊
び
出
し
ま
し
た
。
都
会
で
他
者
と
の
関
わ
り
が
薄
れ
て
い
る
中
、
子
供
た
ち
が
集
団
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
会
場
と
畑
を
開
放
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
中
村
邸
さ
ま
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
自
然
に
触
れ
る
企
画
に
積
極
的
に
企
画
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
広
報
委
員　
根
田
祐
子

那部智史氏講演会
令和５年10月27日

　

10
月
27
日
、
外
部
か
ら
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
も
重
要
な
公
益
事
業
の
一
つ
で
、
今
回
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
ｌ
ｏ
ｎ 

Ａ
ｌ
ｏ
ｎ
理
事
長
の
那
部
智
史
様
に
ご
講
演
頂
き
ま

し
た
。
那
部
様
は
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
々
の
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
起
業
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
、
Ｍ
＆
Ａ
を
ご
経
験
さ
れ
た
カ
リ
ス
マ
経
営
者
で

あ
る
那
部
様
は
、
経
済
的
に
自
立
な
く
し
て
社
会
的
な
自
立
も
な
い
と
考
え
、

胡
蝶
蘭
の
生
産
・
流
通
・
販
売
を
通
じ
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
収
益
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
に
対
し
て
正
当
な
対
価
を
支
払
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。
胡
蝶
蘭
を
購
入
す
る
企
業
は
現
在
約
３
，５
０
０
社
、

売
上
高
は
２
．
８
億
円
で
コ
ロ
ナ
期
間
中
か
ら
連
続
黒
字
を
叩
き
出
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
給
与
に
あ
た
る
工
賃
も
、
全
国
平
均
が
月
１
６
，

５
０
７
円
に
対
し
て
、
Ａ
ｌ
ｏ
ｎ 

Ａ
ｌ
ｏ
ｎ
の
方
々
に
は
そ
の
6
倍
以
上
の

収
入
を
得
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
私
は
司
会
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
2
つ
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
1
つ
目
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
強
さ
で
す
。
社
会
問
題
の
解
決
と
聞
き
ま
す

と
、
幹
部
や
賛
同
す
る
方
の
善
意
に
依
存
し
て
い
て
持
続
可
能
性
や
発
展
性
に

不
安
が
あ
る
印
象
で
し
た
。
那
部
様
は
そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
素
を
入
れ
る
こ

と
で
、
主
導
す
る
人
、
賛
同
す
る
人
、
そ
し
て
社
会
問
題
の
解
決
が
ｗ
ｉ
ｎ

－

ｗ
ｉ
ｎ

－

ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
た

の
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
障
が
い
の
あ
る
方
々
を

取
り
巻
く
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
こ
と
に

も
共
通
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
2
つ
目

は
、
自
分
の
興
味
関
心
が
あ
る
こ
と
を
追
求
す
る

こ
と
の
重
要
性
で
す
。
那
部
様
は
お
子
様
が
障
が

い
を
お
持
ち
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
問
題
意

識
を
持
た
れ
ま
し
た
。
私
自
身
、
今
の
仕
事
は
大

変
で
は
あ
り
ま
す
が
喜
び
や
楽
し
み
を
感
じ
な
が

ら
向
き
合
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
自
身
が
得
意
と

す
る
分
野
を
突
き
詰
め
る
こ
と
で
、
自
分
の
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
自
分
自
身
の
成

長
に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
事
業
委
員
長　
田
中
克
尚

第
37
回
全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会

～
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
東
京
代
表
～

令
和
５
年
11
月
９
～
10
日　
山
形
市
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル

　
毎
年
行
わ
れ
る
全
国
青
年
の
集
い
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
東
法
連
代
表
と
し
て
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
上
位
の
賞
は
獲
得
で
き
ず
奨
励
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
狙
っ
て
い
た
我
々
と
し
て
は
悔
し
い
結
果
で
し
た
が
、
サ
ン
エ

ー
の
プ
レ
ゼ
ン
の
趣
旨
で
あ
る
「
全
国
の
法
人
会
青
年
部
が
協
力
し
合
っ
て
、
全
国
の
租

税
教
育
活
動
の
底
上
げ
を
目
指
す
」
と
い
う
内
容
に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
全
国
の
青
年

部
役
員
・
部
会
長
が
、
我
々
の
展
示
ブ
ー
ス
に
激
励
の
言
葉
を
か
け
に
き
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
佐
世
保
法
人
会
で
し
た
。
大
学
生
と
の
共
催
で
地
域

の
租
税
教
育
活
動
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
内
容
の
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
我
々
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
は
今
後
、
先
輩
方
の
惜

し
み
な
い
努
力
と
麻
布
税
務
署
の
方
々
の
ご
指
導
に

よ
り
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
租
税
教
育
を
さ
ら
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、
全
国
大
会
で
得

た
こ
の
貴
重
な
経
験
と
ご
縁
を
、
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
サ
ン
エ
ー
の
後
輩

た
ち
が
最
優
秀
賞
を
取
っ
て
く
れ
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
緒
に
作
り
上
げ
て
く
れ
た

サ
ン
エ
ー
現
役
メ
ン
バ
ー
、
山
形
ま
で
応
援

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
・
税
務
署

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
た
だ
い
た
親
会
の
皆
さ
ま
、
事
務

局
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
部
会
長　
若
田
部
鉄
也
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法人会とは
私たち法人会は、中小企業を中心として全国約75万社の会員企業を擁する団体です。41都道県に440の

単位法人会が組織され、創設以来70年にわたり、国の根幹ともいえる「税」の分野を中心とした活動を

全国的に展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与してまいりました。近年は、我が国の将来を見据えた税

の提言や各種研修会の開催、地域社会貢献活動に加え、次代を担う児童への租税教育や税の啓発活動、さらには企業の税務コンプライアンス

向上に資する取り組みにも力を注いでいます。なお、法人会青年部会を中心に、社会保障給付の抑制と安定的な国の歳入確保に資する

ため「財政健全化のための健康経営プロジェクト」を展開し、①「健康経営」※を柱にした企業の活力向上がもたらす税収の増加、②適切な

医療利用による医療費の適正化に向けたアクションプランに取組んでいます。  ※健康経営はNPO法人健康経営協会の登録商標です。

意見広告
からの提言

2．日本の普通国債残高の推移
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（注）2021年度までは実績、2022年は第２次補正後予算、2023年度は予算に基づく見込み。

財務省資料より引用。
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1．今後の人口構造の変化の見込み
高齢化率

38.7%

34.8%

7971,1421,503

4,535

3,367

6,213

3,928

7,509

3,603

28.6%

（出典）2020年の人口は総務省「国勢調査」、2040年及び2070年は国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口（令和5年推計）」（出生中位（死亡中位）推計）。

12,615万人
11,284万人

8,700万人

1．財政健全化に向けて
・ 財政健全化は国家課題であり、本格的な歳出・歳入の一体改革を進めることが重要である。歳入では
安易に税の自然増収を前提とすることなく、また歳出については聖域を設けずに分野別の具体的な削減・
抑制の方策と工程表を明示し、着実に改革を実行する。

・ まずは２０２５年度の基礎的財政収支（プライマリーバランス＝ＰＢ）黒字化目標を確実に達成しなければ
ならないが、その後の財政健全化の議論も並行して開始する必要がある。その際には財政規律を確立
するための新たな健全化目標や実効性を担保できる財政運営手法が欠かせない。

2．社会保障制度に対する基本的考え方
・ 社会保障給付費は高齢者人口がピークを迎える２０４０年には、１９０兆円（令和５年度  約１３４兆円）
に達する見込みである。目の前には、団塊の世代すべてが後期高齢者となり、医療と介護の給付費急増
が見込まれる「２０２５年問題」もある。持続可能な社会保障制度の構築と財政健全化の両立という
国家課題はこうした前提の下で問われている。これを解決するには「中福祉・低負担」のいびつな構造を
「中福祉・中負担」に改革するしか方法はない。具体的には適正な「負担」を確保するとともに、「給付」
を「重点化・効率化」によって可能な限り抑制することである。

・ 少子化対策の財源として社会保険料の上乗せ等が挙げられているが、中小企業の厳しい経営実態を
踏まえ、企業への過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻害しないような制度づくりが求められる。

3．行政改革の徹底
・ 行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会が「まず隗より始めよ」の精神に基づき自ら
身を削ることが肝要である。直ちに明確な期限と数値目標を定めて改革を断行するよう強く求める。

1．中小企業の活性化に資する税制措置
中小企業は地域経済と雇用の担い手であるだけでなく、我が国経済の礎である。健全な経営に取り組んで
いる企業が立ちゆくよう実効性ある支援をすることは、政府の責任であり義務といえる。
（1）中小法人に適用される軽減税率の特例１５％の本則化、適用所得金額の引き上げ。
（2）「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置」の拡充、本則化。  等

2．事業承継税制の拡充
中小企業が相続税の負担等によって事業が承継できなくなれば、経済社会の根幹が揺らぐことになる。
平成３０年度の税制改正では比較的大きな見直しが行われたが、さらなる抜本的な対応が必要と考える。
（1）事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設。
（2）相続税、贈与税の納税猶予制度の延長・充実。
（3）取引相場のない株式の評価の見直し。

3．消費税関係
政府は、軽減税率制度とインボイス制度について、国民や事業者への影響、低所得者対策の効果等を
検証し、問題があれば制度の是非を含めて見直しが必要である。
（1）インボイス制度の導入にあたり、国は事業者に混乱が生じないよう制度の周知を徹底するとともに、
事務負担を軽減するような環境整備が必要である。また、課税事業者が免税事業者と取引を行う際、
取引価格の引き下げや取引の停止などの不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべきである。

（2）消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより重要な課題となっている。
消費税の制度、執行面においてさらなる対策を講じる必要がある。  等

Ⅰ 税・財政改革のあり方 Ⅱ 経済活性化と中小企業対策

令和6年度税制改正に関する提言（概要）

中小企業を中心として全国約75万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公益財団法人 全国法人会総連合 （略称：全法連）」

は、9月19日開催の理事会において「令和6年度税制改正に関する提言」を決議しました。地域経済や雇用の担い手である中小企業

にはコロナ禍で体力を奪われ経営に苦しんでいるところも少なくありません。事業承継や消費税のインボイス制度などへの対応も

合わせ、税財政上のきめ細かい支援が必要です。また、日本の国債残高は1,000兆円を超えていますが、コロナ対策財源として発行

された約100兆円の国債をどう返済するかは重要な課題です。さらに少子化対策や防衛力の抜本強化が打ち出されていますが、

その財源論は置き去りになっています。我が国は先進国最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという深刻な

社会構造問題を抱えています。負担をあやふやにし、歳出だけを先行実施するような財政運営では国の未来は開けないと考えます。

公益財団法人 全国法人会総連合

会長 小林 栄三
伊藤忠商事（株）名誉理事

https://www.zenkokuhojinkai.or. jp

提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

私たちは財政健全化を求めます！
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（1）インボイス制度の導入にあたり、国は事業者に混乱が生じないよう制度の周知を徹底するとともに、
事務負担を軽減するような環境整備が必要である。また、課税事業者が免税事業者と取引を行う際、
取引価格の引き下げや取引の停止などの不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべきである。

（2）消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより重要な課題となっている。
消費税の制度、執行面においてさらなる対策を講じる必要がある。  等

Ⅰ 税・財政改革のあり方 Ⅱ 経済活性化と中小企業対策

令和6年度税制改正に関する提言（概要）

中小企業を中心として全国約75万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公益財団法人 全国法人会総連合 （略称：全法連）」

は、9月19日開催の理事会において「令和6年度税制改正に関する提言」を決議しました。地域経済や雇用の担い手である中小企業

にはコロナ禍で体力を奪われ経営に苦しんでいるところも少なくありません。事業承継や消費税のインボイス制度などへの対応も

合わせ、税財政上のきめ細かい支援が必要です。また、日本の国債残高は1,000兆円を超えていますが、コロナ対策財源として発行

された約100兆円の国債をどう返済するかは重要な課題です。さらに少子化対策や防衛力の抜本強化が打ち出されていますが、

その財源論は置き去りになっています。我が国は先進国最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという深刻な

社会構造問題を抱えています。負担をあやふやにし、歳出だけを先行実施するような財政運営では国の未来は開けないと考えます。

公益財団法人 全国法人会総連合

会長 小林 栄三
伊藤忠商事（株）名誉理事

https://www.zenkokuhojinkai.or. jp

提言書の全文は、全法連ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

私たちは財政健全化を求めます！
少子高齢化　1000兆円超
私たちは財政健全化を求めます！

中小企業を中心として全国約75万社の会員企業で構成される“経営者の団体”「公益財団法人 全国法
人会総連合 （略称：全法連）」は、9月19日開催の理事会において「令和6年度税制改正に関する提言」
を決議しました。地域経済や雇用の担い手である中小企業にはコロナ禍で体力を奪われ経営に苦しん
でいるところも少なくありません。事業承継や消費税のインボイス制度などへの対応も合わせ、税財
政上のきめ細かい支援が必要です。また、日本の国債残高は1,000兆円を超えていますが、コロナ対
策財源として発行された約100兆円の国債をどう返済するかは重要な課題です。さらに少子化対策や
防衛力の抜本強化が打ち出されていますが、その財源論は置き去りになっています。我が国は先進国
最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという深刻な社会構造問題を抱えています。
負担をあやふやにし、歳出だけを先行実施するような財政運営では国の未来は開けないと考えます。

からの提言 国債残高

令和６年度税制改正に関する提言（概要）
Ⅰ 税・財政改革のあり方
1．財政健全化に向けて
•財政健全化は国家課題であり、本格的な歳出・歳入の一体改革を進める
ことが重要である。歳入では安易に税の自然増収を前提とすることなく、
また歳出については聖域を設けずに分野別の具体的な削減・抑制の方策
と工程表を明示し、着実に改革を実行する。

•まずは2025年度の基礎的財政収支（プライマリーバランス＝PB）黒字
化目標を確実に達成しなければならないが、その後の財政健全化の議論
も並行して開始する必要がある。その際には財政規律を確立するための
新たな健全化目標や実効性を担保できる財政運営手法が欠かせない。

2．社会保障制度に対する基本的考え方
•社会保障給付費は高齢者人口がピークを迎える2040年には、190兆円
（令和５年度 約134兆円）に達する見込みである。目の前には、団塊の
世代すべてが後期高齢者となり、医療と介護の給付費急増が見込まれる
「2025年問題」もある。持続可能な社会保障制度の構築と財政健全化の
両立という国家課題はこうした前提の下で問われている。これを解決す
るには「中福祉・低負担」のいびつな構造を「中福祉・中負担」に改革
するしか方法はない。具体的には適正な「負担」を確保するとともに、「給
付」を「重点化・効率化」によって可能な限り抑制することである。

•少子化対策の財源として社会保険料の上乗せ等が挙げられているが、中
小企業の厳しい経営実態を踏まえ、企業への過度な保険料負担を抑え、
経済成長を阻害しないような制度づくりが求められる。

3．行政改革の徹底
•行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会が「まず隗
より始めよ」の精神に基づき自ら身を削ることが肝要である。直ちに明
確な期限と数値目標を定めて改革を断行するよう強く求める。

Ⅱ 経済活性化と中小企業対策
1．中小企業の活性化に資する税制措置
中小企業は地域経済と雇用の担い手であるだけでなく、我が国経済の礎で
ある。健全な経営に取り組んでいる企業が立ちゆくよう実効性ある支援を
することは、政府の責任であり義務といえる。
⑴中小法人に適用される軽減税率の特例15％の本則化、適用所得金額の
引き上げ。

⑵「中小企業投資促進税制」、「少額減価償却資産の取得価額の損金算入の
特例措置」の拡充、本則化。等

2．事業承継税制の拡充
中小企業が相続税の負担等によって事業が承継できなくなれば、経済社会
の根幹が揺らぐことになる。平成30年度の税制改正では比較的大きな見
直しが行われたが、さらなる抜本的な対応が必要と考える。
⑴事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設。
⑵相続税、贈与税の納税猶予制度の延長・充実。
⑶取引相場のない株式の評価の見直し。
3．消費税関係
政府は、軽減税率制度とインボイス制度について、国民や事業者への影響、
低所得者対策の効果等を検証し、問題があれば制度の是非を含めて見直し
が必要である。
⑴インボイス制度の導入にあたり、国は事業者に混乱が生じないよう制度の周
知を徹底するとともに、事務負担を軽減するような環境整備が必要である。
また、課税事業者が免税事業者と取引を行う際、取引価格の引き下げや取引
の停止などの不利益を与えないよう、実効性の高い対策をとるべきである。
⑵消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってよ
り重要な課題となっている。消費税の制度、執行面においてさらなる対
策を講じる必要がある。等

私たち法人会は、中小企業を中心として全国約75万社の会員企業を擁する団体
です。41都道県に440の単位法人会が組織され、創設以来70年にわたり、国の

根幹ともいえる「税」の分野を中心とした活動を全国的に展開し、申告納税制度の維持・発展に寄与
してまいりました。近年は、我が国の将来を見据えた税の提言や各種研修会の開催、地域社会貢献活
動に加え、次代を担う児童への租税教育や税の啓発活動、さらには企業の税務コンプライアンス向上
に資する取り組みにも力を注いでいます。なお、法人会青年部会を中心に、社会保障給付の抑制と安
定的な国の歳入確保に資するため「財政健全化のための健康経営プロジェクト」を展開し、①「健康
経営」※を柱にした企業の活力向上がもたらす税収の増加、②適切な医療利用による医療費の適正化
に向けたアクションプランに取組んでいます。※健康経営はNPO法人健康経営協会の登録商標です。

法人会とは

意見広告

https://www.zenkokuhojinkai.or.jp

公益財団法人 全国法人会総連合

会長  小林 栄三
伊藤忠商事（株）名誉理事

提言書の全文は、全法連ホームページに
掲載しておりますので、ご覧ください。

　第39回法人会全国大会が、令和５年10月18
日㈬に群馬県高崎市の高崎芸術劇場で開催さ
れ、来賓および全国各地の法人会会員約1,500
名が参加しました。
　大会第１部の記念講演では、「好機到来」と
題して、日本通信株式会社代表取締役社長、公立大学法人前橋工科大学理
事長の福田尚久氏が講演を行いました。同氏はアップルコンピュータ（現
Apple）の日本法人入社後、米国本社副社長などを歴任。講演ではスティ
ーブ・ジョブズ氏との当時のエピソードを交えながら、日本企業の問題点、
日本経済の今後の展望など企業経営者にとって非常に興味ある有用な話を

していただきました。
　第２部の式典では、齋藤一雄群馬県連会長の
開会の辞、小林栄三全法連会長の主催者挨拶、
住澤整国税庁長官や山本一太群馬県知事らの来
賓祝辞に続き、会員増強等受彰会の表彰、税制
改正提言の報告が行われました。
　その後、前年度の全国青年の集いにおける租
税教育活動プレゼンテーションで最優秀賞を受
賞した鹿児島法人会青年部会による租税教育活
動の報告、野坂文雄全法連筆頭副会長による大
会宣言と続き、式典は閉会となりました。次回
の全国大会は、令和６年10月3日に鹿児島市で
開催される予定です。　　　事務局　勝又　潔

第39回法人会全国大会（群馬大会）
令和５年10月18日

公
益
事
業
委
員
会

　
11
月
７
日
㈫
強
風
の
中
、
本
年
度
２
回
目
の
献
血
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
の
血
液

の
在
庫
状
況
は
や
や
少
な
め
。
そ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
ひ
と
段
落
し
、
そ
れ
ま
で
延
期
も

し
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は
控
え
て
い
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オ
ペ
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ど
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全
国
の

医
療
機
関
で
再
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さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
と
の
事
で
す
。
と
く
に
Ａ
型
と
Ｏ

型
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
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況
の
中
で

ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
強
風
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中
17
人
、
午
後
か
ら
は
穏
や
か
な
天
候

の
下
56
人
の
方
が
ご
来
訪
下
さ
り
、
最
終

的
に
は
53
名
の
方
よ
り
献
血
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
回
の
麻
布

税
務
署
の
皆
様
の
ご
協
力
に
は
本
当
に
あ

り
が
た
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち

公
益
事
業
委
員
会
は
、
引
き
続
き
年
２
回

の
当
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
事
業
委
員　
九
島
洋
一

税制税務委員会

「税制改正に関する提言」提出
令和５年11月15日

　今年度も港区の衆議院小選挙区である
東京７区の衆議院議員に「税制改正に関
する提言」を提出しました。
提出先　小野泰輔衆議院議員
出席：会長 稲葉秀一
　　　特別顧問 鈴木秀世
　　　税制税務委員長 飯島一郎

活動
報告

　
11
月
27
日
㈪
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎

に
て
、
令
和
５
年
度
献
血
功
労
者
厚
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働
大
臣
表
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達
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東
京
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感
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状
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呈
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、
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布
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人
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東
京
都
知
事
感
謝
状
を
受
彰
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し
ま
し
た
。

出
席
：
稲
葉
秀
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会
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吉
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子 

副
会
長　

　
　
　
志
賀
律
子 

公
益
事
業
委
員
長

献
血
活
動

令
和
５
年
11
月
７
日　
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ

献
血
功
労
者　

東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

 税制税務委員会

飯島一郎税制税務委員長（左）と
稲葉秀一会長
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法人名

居酒屋　信

後藤　こずえ

㈱山田の窓口

T3works(同)

㈱DIVA Diamond

㈱ガリアーノインスピレーションズ

㈱セブンバース

㈱シエルトパートナー

(同)TORA

スタンサップ㈱

小磯　吉雄

㈲飯田都之麿建築デザイン一級建築士事務所

㈱メイプルリビングサービス

㈱クロコラ

代表者

上野　信仁

山田　士雄

福井　雄造

太田　奈那

阿部　光史

石塚　奈央

山本　勝也

キサチ　典

赤平　　誠

飯田都之麿

加藤　照美

田中　昭雄

連絡先住所

港区赤坂8-13-19-B104

港区芝3-43-18-2F

港区港南2-3-1-3F 

港区北青山3-6-7-11F

港区南青山3-1-36-6F

世田谷区上用賀1-1-2-208

港区六本木5-18-19-203

港区六本木1-7-28

勝浦市植野1098-2

杉並区井草1-26-9-305

中央区入船3-1-6-809

港区西麻布1-15-15-1F

港区麻布十番4-6-8-1F

港区六本木7-12-2

業種

飲食業

ネイルサロン

各種コンサルティング業

消臭除菌特許製品の卸売小売業

ジュエリー販売

広告制作業

「麻」と「まこも」製品の開発と販売

不動産業

卸売業

クラウドサービスの制作・開発・製造

税理士

建築設計・インテリアデザイン

不動産管理業・不動産賃貸業等

ITコンサルタント

連絡先TEL

03-6804-5627

03-6277-7500

03-5775-5466

03-5489-4344

新会員の
ご紹介

　eLTAX電子納税が大変便利です
　地方税共通納税システムでのeLTAX
電子納税が大変便利です。
　インターネットバンキング等での
納付やダイレクト納付に加えて、ク
レジットカード納付も可能です。
　詳細はeLTAXホームページをご確認ください。

　都税がスマートフォン決済アプリで
　納付できます
　都税の納付にスマートフォン決済アプリを是非ご利用く

ださい。アプリ内で納付書のバーコードを読み取るだけで、
いつでも、どこでも、簡単に納付でき
ます。
　詳細は、東京都主税局ホームページ
をご確認ください。

　不動産登記申請時には
　課税明細書がご利用いただけます
　不動産登記の申請を行う際には、登録免許税の算定のた
め、固定資産の価格を記載する必要があります。その価格
は、「固定資産税・都市計画税　納税通知書」と同時期（６
月）にお送りする、課税明細書でご確認いただけますので、
有料の評価証明は原則不要です。
　詳しくは東京都主税局ホームページをご覧ください。

主税局ホームページ

eLTAXホームページ
季刊 あかやまぶき no.272
令和６年１月25日発行
発行　公益社団法人麻布法人会
　　　〒106-0046 東京都港区元麻布3-1-36 
　　　つなかわビル4階
　　　TEL 03-3408-1324 FAX 03-3408-3193
Eメール　info@azabu-hojinkai.or.jp 
ホームページ　https://www.azabu-hojinkai.or.jp/
編集発行人　齊藤将彦
印刷　㈱東美

　

昨
年
は
ハ
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た
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戦
争
が
表
の
戦
い
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
裏
の
戦
い
が
諜
報
戦
で
あ
り
、

そ
れ
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戦
時
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ら
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け
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て
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の
が
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で
す
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、
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が
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で
す
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今
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ら
八
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前
、
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「
麻
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と
い
う
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で
、
当
時
私
（
山
本
）
が
ス
パ
イ
事
件
の
現
場
と
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て
、
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紹
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致
し
ま
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。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
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）
に
発
覚
し
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宮
永
ス

パ
イ
事
件
、
当
時
の
ソ
連
軍
情
報
機
関
が
、
元
陸
上
自
衛
隊
陸
将
補
の
男
を
使

い
、
自
衛
隊
に
対
す
る
諜
報
活
動
を
行
っ
て
い
た
事
件
で
す
。

　
麻
布
台
に
あ
る
ソ
連
大
使
館
（
現
ロ
シ
ア
大
使
館
）
に
勤
務
し
て
い
た
武
官

が
、元
陸
将
補
と
連
絡
を
取
り
合
う
際
、公
園
の
広
尾
口
に
在
っ
た
掲
示
板
（
現

在
は
新
し
く
置
換
）
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
ソ
連
軍
武
官
が
、
毎
週
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
た
曜
日
に
、
掲
示
板
の
裏
に
テ
ー
プ
を
貼
り
ま
す
。
も
し
元
陸

将
補
が
情
報
を
提
供
す
る
場
合
、
翌
日
テ
ー
プ
を
剝
が
し
ま
す
。
さ
ら
に
翌
々

日
ソ
連
軍
武
官
が
そ
れ
を
確
認
す
る
と
い
う
段
取
り
で
す
。

　
諜
報
の
世
界
で
は
、
当
事
者
同
士
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
ず
情
報
の
受

け
渡
し
を
行
う
こ
と
を
デ
ッ
ド
・
ド
ロ
ッ
プ
、
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と

を
マ
ー
キ
ン
グ
と
呼
び
ま
す
。元
陸
将
補
は
後
に
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
が
、

ソ
連
軍
武
官
は
外
交
特
権
を
盾
に
、
日
本
側
か
ら
の
出
頭
要
請
に
応
じ

ず
帰
国
致
し
ま
し
た
。
当
時
は
米
ソ
冷
戦
構
造
の
時
代
、
私
達
に
と
っ

て
、
こ
こ
有
栖
川
宮
記
念
公
園
は
閑
静
な
住
宅
地
に
在
り
、
自
然
豊
か

な
環
境
で
す
が
、
国
際
社
会
の
裏
舞
台
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
令
和
六
（
二
〇
二
四
年
）
年
も
、「
麻
布
な
ぞ
な
ぞ
物
語
」
を
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山本閉留巳 広報副委員長

●
口
座
振
替
に
よ
る

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
会
費
は
そ
の
年
度
分
（
４
月
～
翌

年
３
月
、
途
中
入
会
は
月
割
り
）
を

一
括
に
て
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ

り
口
座
引
落
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆

様
か
ら
集
め
ま
し
た
会
費
は
、
そ
の

年
度
の
会
の
運
営
資
金
と
な
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
口

座
引
落
を
ご
選
択
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
当
年
度
分
の
振
込
用
紙
を
発

送
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
そ
の
他
変
更
が
生
じ
た
ら

　
住
所
変
更
や
社
名
、
代
表
者
様
の

変
更
等
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　今期より、広報委員を務めます田村
恭子と申します。
　謹んで新年のご挨拶を申し上げま
す。本年もどうぞよろしくお願いいた
します。
　最近私がドはまりしているサウナに
ついて語ってみようかと思います。３
年ほど前からサウナブームが襲来し、
落ち着いてきた今日この頃ではありま
すが、私のブームはしっかり続いてお
ります。最初は「サウナなんておじさ
んが入るものでしょ～暑いし、冷たい
水風呂に入る意味が分からない」な
んて思っておりましたが、水風呂に入
れるようになり、外気浴で所謂【とと
のい】を知ってから人生変わりました。
　サウナのために日本各地に行き（北
は北海道、南は九州地方まで）、年
齢性別職業関係なくサウナ友達がで
き人脈が広がりました。汗をかけな
い人でしたが、しっかり汗もかける身
体になりました！
おすすめポイントはこちら
・自律神経が整い、睡眠の質が格段
に上がる
・サウナ室では暑すぎて物事を考える
余裕がなくなる為、脳を休ませられる

・外気浴でのリラックスで、嫌なこと
があっても「全部どうでもいいや」と
いう思考に変換
・サウナでかく汗はにおい成分を排出
してくれる、代謝も上がるので美容
にも良い
　経営者の皆様は常に脳みそフル回
転だと思うので、特におすすめ！今で
は様々なサウナ施設があり、六本木・
赤坂にも沢山あるので一緒に行きま
しょう！入り方を手取り足取り教えま
す（笑）新しい趣味を増やして、皆様
の休息の場が増えたら幸いです。

葉山国際カンツリー倶楽部

神奈川県三浦郡葉山町木古庭 1043-1http://www.hayama-kokusai-cc.com ゴ ル フ 場
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